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はじめに
　ルソン島北端部と台湾本島南端部は、その間にバタ
ン諸島 (Batan Islands)10 島、バブヤン諸島 (Babuyan 
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図 1　本稿で扱う主要遺跡の分布図
（いずれも口径 4: 10.2cm、5: 15.0cm、6: 20.2cm、1~3、7~9 は正確なサイズ不明）
（4~6 ホアジェム遺跡調査団作成実測図、1~3、7~9　Solheim 1964b より転載）
（山形 2010 図８より）




































　本貝塚の堆積は、第 I 層から第 XII 層までの 12 の
層に大きく分類される（図 5）。これらは、全て遺物
包含層だが、第 I 層から第 XI 層までは貝を含み、第
XII 層は貝を含まない。貝を含む層のうち、表土層下
の第 II 層から第 V 層までの各層は、第 IV 層を除き比






図 3　ルソン島北部カガヤン川流域ラロ貝塚群  
     矢羽根状刻み目紋土器出土遺跡分布図
図 4　バガッグ I貝塚平面図及び発掘坑位置図
− 66 − − 67 −
金沢大学考古学紀要 32　2011,　64-86.　新石器時代晩期から鉄器時代にかけたフィリピン北部と台湾南部の土器の関連性について
　すなわち、第 I 層：混貝黒色土層（表土層）、第 II- ①層：
黒色土混入貝層、第 II- ②層：純貝層、第 II- ③層：黒
色土混入破砕貝層、第 II- ④層：黒色土混入破砕貝層、
第 II- ⑤層：黒色土混入貝層、第 III 層：純貝層、第 IV 層：
黒色土混入破砕貝層、第 V 層：純貝層、第 VI 層：混
貝黒色土層、第 VII 層：黄褐色シルト混入破砕貝層、
第 VIII 層：混貝暗褐色土層、第 IX 層：褐色土混入貝
層、第 X- ①層：黒色土混入破砕貝層、第 X- ②層：黒
色土混入破砕貝層、第 X- ③層：炭化物混入破砕貝層、
第 X- ④層：炭化物層、第 X- ⑤層：混土破砕貝層、第






第 II 層からは、鉄滓（写真 1-3,4）が出土している。
また、第 II 層からは、完形品 73 点、破損品及び破
片 9 点のガラスビーズ（写真 1-2）が、第 III 層から
は、破損品 1 点のガラスビーズが出土している。また、
第 2 層からは猪の牙（写真 1-1）が出土している。










された。資料は、第 II 層、第 VI 層、第 VIII 層、第 X
層、第 XI 層から出土した動物骨が用いられ、各層各々
1 点ずつ５点の C14 年代測定値が測定された。
　各々の層の年代測定値は、第 II 層（-70 ～ 90cm）
出土の動物骨が、1750 ± 30.B.P.（補正年代：1735
～ 1560B.P.：100 ％）（NUTA2-7703） で、 第 VI 層
（-210 ～ 220cm）出土の動物骨が、1915 ± 30B.P.（補
正 年 代：1930 ～ 1815B.P.：92.1％）（NUTA2-7704）
で、 第 VIII 層（-222 ～ 227cm） 出 土 の 動 物 骨 が
1840 ± 30B.P.（補正年代：1835 ～ 1705B.P.：92％）
（NUTA2-7705） で、 第 X 層（-255 ～ 265 ㎝） 出
土の動 物骨 が、2040 ± 40B.P.（補正年代：2115 ～
1920B.P.：97％）（NUTA2-7706）で、第 XI 層（-270
～ 280cm）出土の動物骨が、1965 ± 40B.P.（補正年

















1. 第Ⅱ層出土イノシシの牙 2. 第Ⅱ層出土ガラスビーズ
3. 第Ⅱ層出土鉄滓 4. 第Ⅱ層出土鉄滓
5. 第Ⅵ層出土黒色土器付着鉄片 6. 第Ⅵ層出土黒色土器付着鉄片 (拡大写真 )
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図 7　バガッグⅠ貝塚第 XI 層出土有紋・有孔土器

















　 有 紋 土 器 と 有 孔 土 器 は、 大 き く 甕 形 土 器（ 図


























2. バガッグ I 貝塚における矢羽根状刻み目紋土
器の出土層位と土器の型式学的変化
2-1. 矢羽根状刻み目紋土器の出土層位
　先に見たようにバガッグ I 貝塚遺跡は、第 I 層 ~ 第
V 層の各層が第 IV 層を除き比較的層厚が厚く（第 IV
層を除き各層の層厚は 30cm 以上）、第 VI 層～第 XII
層の各層が比較的層厚が薄い（第 XI 層が最大層厚





















　矢羽根状刻み目紋甕形土器（A 類）は、第 XII 層か
ら１点、第 XI 層から 1 点、第 IX 層から１点、第 VI
層から 1 点の計４点が出土している。表面の色調は、











(1 ～ 6：筆者原図 )

































　第 VI 層出土のもの（図 8-4）は、口縁部外面が肥厚し、






























































発掘調査を行い (Tanaka 1998a)、2001 年には東京外
国語大学の小川英文が中心になって発掘調査が行われ
た ( 小川 2003)。筆者の発掘では、マラナオ川に面し
た崖沿いの地点に 1x2m の発掘坑を設定して発掘を行
い（Tanaka 1998a）、2001 年の小川英文の発掘では、
崖から内陸に 7m 離れた地点で 2x2m の発掘坑を設定
して発掘を行った ( 小川 2003)。また、層序について
は、筆者の発掘では、第 I 層から第 V 層までの 5 枚の
層を確認したが、小川英文の発掘では、表土層の下に
1 層から５層までの 5 枚の層を確認した。両者の層の
対応関係は、筆者の第 I 層が小川の調査の表土層であ
り、筆者の調査の第 II 層が小川の調査の 1 層と 2 層
で、3 層以下の認識は同じである。すなわち、筆者は、
第 I 層：混貝黒色土層（表土層）、第 II 層：混土貝層、
第 III 層：貝混入褐色シルト層、第 IV 層混土貝層、第










層から 1 点（図 9-1）、小川の発掘では４層から 4 点
（図 9-2~5）が出土した。これら 5 点は、いずれも外
側に肥厚した口縁部と締まった頸部を持ち、バガッグ
I 貝塚出土資料の A 類と同じ範疇に属するものである。
また、型式学的には、口縁部外面に面を作らず、肥
厚した外面全体に施文が及ぶことからバガッグ I 貝塚
の b 式に近いと考えられるが、バガッグ I 貝塚の b 式
は、口唇部の刻みを有するが、カトゥガン貝塚の資料
た特徴は、第 XI 層出土資料（図 8-2）と異なるので、
一つの型式として設定できるであろう。そこでこれ
を a 式とする。ただし、施紋部位が口縁部外面全体
に及ぶことは、第 XI 層出土資料、第 IX 層出土資料
と共通する。





ただし、刻み目の段の数は、第 XI 層出土資料が 6 段で、
第 IX 層出土資料が 5 段であることは異なっている。

















(Catugan) 貝塚、ドンブリケ (Dumbrique) 地点、ラロ
町、セントロ (Centro) 村、ダビッド (David) 貝塚、カ
マラニウガン (Camalaniugan) 町、ドゥゴ (Dugo) 村、



























































ン川の自然堤防上に立地し、標高は 7m（小川 2003: 
31）である。本遺跡の調査は、小川英文が中心にな
り 2001 年に貝塚最頂部に 2x2m の発掘坑を設定し
て行われた（小川 2003: 31）。発掘の結果、約 50cm


















点（図 9-10~15）と鉢形土器が 3 点（図 9-16~18）で











（1:Tanaka 1998a）（2~18: 小川 2003）
図９　カトゥガン貝塚、ダビッド貝塚、コルテス貝塚出土矢羽根状刻み目紋土器
















































　カトゥガン貝塚では、4 層で 5 点、2 層で 2 点の出
土例がみられた。4 層のものは、全て甕形土器 A 類 b
式に属し、2 層のものは、甕形土器 C 類、鉢形土器 B
類に属する。また、層位的関係から、甕形土器 A 類 b
式は、甕形土器 C 類や鉢形土器 B 類より古いといえる。
　ダビッド貝塚では、4 層から甕形土器 A 類 b 式 1
点のみの出土であった。
　コルテス貝塚では、2 層から甕形土器 A 類 b 式 1
点のみの出土であった。一方、1 層からは、甕形土
器 A 類 b 式 3 点、甕形土器 A 類 c 式 2 点、甕形土器
D 類 1 点、鉢形土器 B 類 2 点、鉢形土器 C 類１点の
出土であった。また、層位的関係から甕形土器 A 類 b
式は、甕形土器 A 類 c 式、甕形土器 D 類、鉢形土器
B 類、鉢形土器 C 類と時間的に平行することもあるが、
古くなることもあるといえる。また、この点は、バガッ






































東へかけて、K −１、K −２、K −３と命名された。こ
のうち、K −１と K −３は、岩盤まで発掘されたが、K































40cm、35cm の各々 1a 層、1b 層、1c 層に、第 2 層
が厚さ 25cm、15cm の 2a 層と 2b 層に、第３層が厚
さ 50cm、15cm（北壁沿い）、35cm（南壁沿い）の 3a 層、
3b 層、3c 層に区分された。一方、K −３地点では、
第 １ 層 が 厚 さ 20cm、30cm、20cm、20cm、20cm
の 1a 層、1b 層、1c 層、1d 層、1e 層に、第 3 層が、
厚さ 25cm の 3e 層と厚さ 10cm の 3i 層を除き全て
20cm ずつの 3a ～ 3h 層まで細分された。
4-2.　鳳鼻頭遺跡 K地点の C14 年代測定値
　K −１の第 2 層からの貝によって 2440 ± 100 B.P. 
(Y-1577) という年代測定値が、K −１の第３層からの
貝によって 2670 ± 80B.P. (Y-1584) という年代測定
値が、K −３の 3d 層からの貝によって 2670 ± 60B.















器の頸部破片である。“ く ” の字形に強く屈曲した形
態の頸部である。横位に 4 段の刻み目を列ごとに刻
み目の向きを変えて施すことによって矢羽根状の刻
み目紋を作出している。上から 1 段目と 3 段目が右
下りの刻み目で、2 段目と 4 段目が左下りの刻み目で
ある。また、4 段目の刻み目はやや長めである。







1. 鳳鼻頭遺跡遠望 2. 鳳鼻頭遺跡説明板
3. 鳳鼻頭遺跡時期別説明板 (大坌坑文化層 ) 4. 鳳鼻頭遺跡時期別説明板 (牛稠子文化層 )
5. 鳳鼻頭遺跡時期別説明板 (鳳鼻頭文化層 ) 6. 鳳鼻頭遺跡丘陵南西側マンゴー畑
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写真 3　台湾南部高雄県鳳鼻頭遺跡の踏査 (2)
1. 鳳鼻頭遺跡南西側丘陵頂部 2. 鳳鼻頭遺跡南西側丘陵頂部から南側を望む
3. 鳳鼻頭遺跡南側斜面 4. 鳳鼻頭遺跡南側斜面 (拡大 )




















第 1 段目と第 3 段目が左下りの傾斜で、第 2 段目が
右下りの傾斜である。精製赤色土器は、第 3 層下部

































ながら国道 26 号線、そして、国道 1 号線を北上した。
道が中央山脈の山裾から離れて広い平野部に入ると、








































４段目が左下がりの刻み目の列で、第 2 列目と第 3





対して、写真 4-3a,b は、4-2a,b よりもいくぶん赤味






































　この踏査によって、土器 46 点、貝片 11 点、石片 2
点を採集した。これらのうち、土器片の部位ごとの内
訳は、口縁部破片 24 点、頸部破片 2 点、胴部破片 18 点、
圏足破片 2 点である。また、これらのうち、紋様を
有するものは、口縁部破片が 4 点と頸部破片が 1 点、





























紋を斜行させて横位に 5 段施したものである。この 5
段の斜行刻み目紋は、上から見て第 1 段目、第３段目、
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